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前期大学院の授業評価の結果は、予習または復習をよくしたという以外の項目は平均値

が４．５以上で、きわめて高いレベルにある。ただ、ごく少数ではあるが、項目によって

はきわめて低い評価をつけている学生もみられるので多少の改善の余地はある。大学院の

授業は、基本的に少人数で行われ、学生と教員の距離が近く、総体的に高い評価が与えら

れるのは、ある意味当然のことかもしれないが、今後ともこうした高い評価が維持できる

よう各教員が努力を継続していく必要があり、また学生の主体的な努力を促すことが要請

されよう。 


